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 桜土手古墳展示館は、今年の 11 月 3

日で開館 20 周年を迎えます。当館では

かつて、「西相模の古墳（平成４年）」、

「西湘の横穴墓（平成６年）」といった企

画展示を行っていますが、ここしばらくは

他の時代をテーマにした特別展を多く開

催してきました。 

そこで今年度は、20 年を一つの節目

として原点に立ちかえるという意味で、

特別展「発掘された秦野の古墳」を開催

することといたしました。この 20 年間に 

 

秦野市内で発掘された古墳・横穴墓出

土の新資料を中心にご紹介いたします

が、特に本年、7 月に出土した神奈川県

指定史跡二子塚古墳出土の銀装大刀

は、保存処理前最後の公開となります。

また、桜土手古墳群第 13 号墳出土遺

物も専修大学のご協力を得まして、当館

での初展示となりました。 

この機会に、秦野の古墳について、あ

らためて興味・関心を持っていただけれ

ば幸いです。 

神奈川県指定史跡二子塚古墳出土銀装大刀 はじめに 



 

  

★★二二子子塚塚古古墳墳  

 

金目川左岸の台地上、標高75ｍ付近

の下大槻字二タ子に所在する横穴式石

室を有する前方後円墳で、周辺には下

大槻欠上遺跡、広畑古墳群、岩井戸・欠

ノ上横穴墓群が所在します。 

 墳丘は全長 46ｍ、後円部の東西方向

33ｍ、南北 26ｍ、前方部の幅 25ｍにな

ります。横穴式石室は後円部にあり、南

東方向に入口が設けられています。 

 石室の奥壁部分が根こそぎ撤去され

ているため詳細はわかりませんが、玄室

の幅は 1.5ｍ、前庭部から玄室の奥壁ま

でが 9ｍ、石室の平面形は片袖式と推

定しています。床には礫が敷いてありま

したが、追葬は確認できませんでした。

なお、前庭部の状況はわかりません。 

 出土遺物は全形の銀装大刀、象嵌を

持つ鞘尻金具、鉄鏃、耳環、玉類、須恵

器等があります。 

銀装大刀は玄室の北東の側壁の際、

礫床の上で出土しています。崩れた壁

の石の下敷きになっていたため、５つに

分割されていました。また、象嵌を持つ

鞘尻金具は玄室中央付近の礫床の上

にあり、近くでは耳環が発見されていま

す。 

  

★★下下大大槻槻欠欠上上遺遺跡跡第第１１号号墳墳  

 

  

標高60ｍ付近の下大槻字欠ノ上に所

在する横穴式石室を有する円墳です。   

墳丘の直径は 17.5ｍ、周溝の幅が

2.6ｍ、周溝を含む古墳の直径は 22.5ｍ

で、葺石の一部が残っていました。 

無袖式の横穴式石室は南南西に入

口が設けられています。前庭部の長さ

は3.9ｍ、羨門から奥壁までの長さ5.3ｍ、

奥壁の幅 1.3ｍになります。 

前庭部は周溝に向かって撥（ばち）の

ように広がっており、両側に最大４段の

石積が残っていました。石室は羨門から

奥壁に向かって緩やかに広がっており、

側壁には最大５段の石積が残っていま

したが、両壁の一部が大きく崩されてい

ました。 

奥壁は幅40～50㎝の３個の石を据え、

その上に小ぶりの石を積んでいます。床

には礫が敷いてありましたが、追葬は確
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認できませんでした。 

遺物は、耳環、玉類のほか土師器坏

が検出されたにとどまりました。 

 

 

 

★★平平沢沢鈴鈴張張遺遺跡跡第第１１号号墳墳  

 

標高 130ｍ付近の鈴張町に所在する

横穴式石室を有する円墳です。水無川

右岸の台地上に立地し、周辺には、清

正公塚古墳のほか、消滅した古墳もあ

るようです。 

墳丘の直径は 16.2ｍ、周溝の幅が推

定 3.6ｍ、周溝を含む古墳の直径は

23.4ｍになります。葺石と墳丘内石積の

一部が残っており、二段築成の墳丘であ

ったと考えられます。無袖式の横穴式石

室は南東に入口が設けられています。

前庭部の長さは推定で 3.2ｍ、羨門から

奥壁までの長さ 4.9ｍ、奥壁の幅 1.4ｍ

になります。 

前庭部は周溝に向かってハ字状に広

がっており、両側には最大７段の石積が

残っていました。羨道と玄室の区別は側

壁の石積により区別ができます。側壁に

は最大５段の石積が残っていましたが、

東壁の一部が大きく崩れていました。奥

壁は幅 1.45ｍ、高さ 1.58ｍ、最大厚 0.5

ｍの 1 個の石を据えています。床には

礫が敷いてありましたが、追葬は確認で

きませんでした。 

出土遺物はガラス小玉 24 個にとどま

り、盗掘を受けているようです。 

 

★★尾尾尻尻沢沢山山横横穴穴墓墓群群  

  

標高約 100～103m の八幡山と呼ば

れる小丘陵の北側斜面に所在します。 

これまで 3 度の発掘調査がおこなわ

れ、合計 11 基が発見されていますが、

各横穴墓は、同一の等高線上に位置せ

ず、数ｍの比高差をもち築かれていま

す。平面形は、羨道と玄室の区別が明

瞭なものと不明瞭なものとがあります。  

平成 18 年の調査で確認された第 2

号横穴墓は、羨門から奥壁まで全長

3.86m を測り、平面形からは羨道と玄室

の区別が不明瞭であるものの、床面の

段差や川原石の配列により、その区別

を意識しています。 

出土遺物には、須恵器のフラスコ形
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瓶、坏蓋、提瓶や直刀、鍔（つば）、刀子

（とうす）、鉄鏃といった鉄製品の他に耳

環、ガラス玉類の装身具があります。 

 

 

  

★★落落合合背背戸戸横横穴穴墓墓群群  

  

  

大字落合の延沢川によって浸食され

た急傾斜地に存在した横穴墓群で、護

岸整備工事にともなって、平成3年に11

基が調査されています。 

 羨門部に横穴式石室を思わせる石積

施設を持つものと、石積施設を持たない

小型の玄室のものに大別でき、掘削の

切り合いから、後者のほうが新しいもの

であることがわかりました。前者に見ら

れる石積施設は、市内では岩井戸横穴

墓群でも確認されており、伊勢原市や厚

木市、座間市のほか、県外では東京都

の多摩地方にまで類例が見られます。 

 墓道や前庭部から土師器・須恵器が

出土していますが、玄室内部の遺物は

乏しく、刀子 1 点と鉄製品の断欠が数点

出土したにとどまっています。 

★★金金目目原原古古墳墳群群第第１１号号墳墳  

  

 

標高 170ｍ付近の寺山字金目原に所

在する横穴式石室を有する円墳です。

金目川左岸の台地上に立地し、５基の

古墳から構成されています。付近には

道永塚古墳群が所在します。 

墳丘の直径は 15.8ｍ、周溝の幅が

1.5ｍで、周溝を含む古墳の直径は 19.4

ｍになります。両袖式の横穴式石室は

南西に入口が設けられています。前庭

部の長さは 3.6ｍ、羨門から奥壁までの

長さ 5.5ｍ、奥壁の幅 1.7ｍになります。 

前庭部は周溝に向かって真っ直ぐに

伸びており、両側には２～３段の石積が

残っていました。 

石室は羨道と玄室の区別は袖により

区別ができます。羨門・玄門の幅は 1.0

ｍで、奥壁に向かって真っ直ぐに延びて

います。奥壁は幅 1.7ｍ、高さ 1.0ｍ、最

大厚 0.6ｍの１個の石を据えています。

なお、この上にほぼ同じ大きさの石があ

りました。床には礫が敷いてありました

が、追葬は確認できませんでした。 

出土遺物は、玉類、鉄鏃、刀子、須恵

器長頚瓶でした。 
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★★金金目目原原古古墳墳群群第第３３号号墳墳  

 

第１号墳の北東 37ｍに位置します。 

墳丘の直径は 12.6ｍ、周溝の幅が

1.7ｍで、周溝を含む古墳の直径は 16.0

ｍになります。無袖式の横穴式石室は

南南西に入口が設けられています。前

庭部の長さ 2.0ｍ、羨門から奥壁までの

長さ 4.9ｍ、奥壁の幅 1.0ｍになります。 

前庭部は周溝に向かって真っ直ぐに

伸びていますが、石積は確認できませ

んでした。 

石室は羨道と玄室の区別が明瞭では

なく、羨門から奥壁に向かって真っ直ぐ

に延びています。 

奥壁は幅 1.3ｍ、高さ 0.8ｍ、最大厚

0.5ｍの１個の石を据えています。なお、

この上にひと回り小さい石がありました。

床には礫が敷いてありましたが、追葬は

確認できませんでした。 

出土遺物は、直刀、耳環、鉄鏃、玉類

でした。 

 

 

 

 

★★桃桃木木原原古古墳墳群群第第１１号号墳墳  

 

  

標高 200ｍ付近の堀山下字東向ヶ谷

戸に所在する横穴式石室を有する円墳

です。水無川右岸の台地上に立地し、

周辺には桜土手古墳群が所在します。 

墳丘の直径は 14.4ｍ、周溝の幅が

1.5ｍで、周溝を含む古墳の直径は 17.4

ｍになります。無袖式の横穴式石室は

南に入口が設けられています。前庭部

の長さ 1.9ｍ、羨門から奥壁までの長さ

5.4ｍ、奥壁の幅 0.9ｍになります。 

前庭部は周溝に向かって真っ直ぐに

伸びており、両側に２～３段の石積が残

っていました。石室は羨門が 0.8ｍと狭

いものの幅 1.1ｍで奥壁に向かって真っ

直ぐに延びていますが、西側の壁は奥

壁の手前 0.5ｍのところから折れ曲がり、

狭くなります。石室側壁は最高で 7 段の

石積が残っていました。 

奥壁は幅 0.8ｍ、高さ 0.7ｍ、最大厚

0.4ｍの 1 個の石を据えています。床に

は礫が敷いてあり、数回にわたる追葬が
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おわりに 

行われています。 

出土遺物は、耳環、鉄鏃、玉類、須恵

器の横瓶・短頚壷・坏でした。 

 

★★桜桜土土手手古古墳墳群群第第 1133 号号墳墳  

  

  

秦野盆地を流れる水無川の南岸に

35 基で構成されていた桜土手古墳群の

ほぼ中央、標高 170ｍほどの平坦地に

位置します。 

日産車体工場建設工事に先立ち、昭

和 49 年から昭和 52 年にかけて発掘調

査が行われ、周溝を含めた直径が 19ｍ

前後の二段築成の墳丘に、長さ約５ｍ

の無袖の横穴式石室を持つ古墳である

ことが確認されました。 

出土遺物は土師器、須恵器、鉄鏃、

直刀、装身具などで、特に坏や長頚瓶

が目立ちます。 

本古墳から４ｍほど離れたところには、

第 10 号墳や第 14 号墳でみられた埋葬 

 

 

 

 

 

 

施設と考えられる小石室が検出されて

おり、そこに葬られた人々と、古墳に葬ら

れた人物との関連がどうであったのかな

ど、興味ある問題を提示しています。 

 

 

 

 

桜土手古墳群は 35 基の円墳からなり、

県内でも残りのよい古墳群として注目さ

れてきましたが、秦野市内には「塚」とい

う文字が付く小字名が多く見られ、かつ

てはさらに多くの古墳が市内に存在して

いたものと思われます。また、古墳の横

穴式石室のかわりに、急傾斜地に横穴

を掘って墓穴とする横穴墓も数多く存在

しています。 

秦野市内に分布する古墳は、唯一の

前方後円墳である二子塚古墳を除き、

すべてが円墳で、おおむね６世紀後半

から 8 世紀初頭の古墳時代の終わりご

ろに造られたもので、有力な家長とその

家族の墓所であると考えられます。 

前期古墳が市内に見られないことか

ら、古代における秦野の開発は平塚な

どの周辺地域よりやや遅れて、6 世紀以

降に着手されたものとみてよいでしょう。 

 

展示協力者：国立歴史民俗博物館、専修大学 
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